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消防法第８条の２ 

第８条の２ 高層建築物（高さ 31 メートルを超える建築物をいう。第８条の３第１項において同じ。）その他政令

で定める防火対象物で、その管理について権原が分かれているもの又は地下街（地下の工作物内に設けら

れた店舗、事務所その他これらに類する施設で、連続して地下道に面して設けられたものと当該地下道とを

合わせたものをいう。以下同じ。）でその管理について権原が分かれているもののうち消防長若しくは消防署

長が指定するものの管理について権原を有する者は、これらの防火対象物について、消防計画の作成その

他の防火管理上必要な業務に関する事項で総務省令で定めるものを、協議して、定めておかなければなら

ない。 

２ 前項の権原を有する者は、同項の総務省令で定める事項を定めたときは、遅滞なく、その旨を所轄消防長

又は消防署長に届け出なければならない。当該事項を変更したときも、同様とする。 

３ 消防長又は消防署長は、第１項の総務省令で定める事項が定められていないと認める場合には、同項の

権原を有する者に対し、同項の規定により当該事項を定めるべきことを命ずることができる。 

４ 第５条第３項及び第４項の規定は、前項の規定による命令について準用する。 

 


